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財務分析 にお け る要因発見 フ ローチャー ト及び

財務指標値水準設 定の試み
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:  は  し め に

畜産経営の規模拡大の進展に伴い,企業的家族経営のレ

ベルに達した経営体ではこれまでに多額の資本投下を要 し

ていることから,いかにして投下資本の収益性を示すとこ

ろの資本利益率,及び自己利益率の安定的最大化を図って

いくかが問題となる。このため財務諸表と財務分析によっ

て前述の問題把握と,経営目標の設定を行っていくことが

求められている。

岩手県においては,こ のような観点からの財務分析が最

近数多く行われるようになってきたが,分析診断の指標値

は中小企業向けのものを準用している状況である。

そこで,県内の企業的家族経営の実態分析から診断の目

安となる財務指標値を導出することを試み,あわせて財務

分析に当たって指標相互の関係を整理し,分析者が問題発

見を行いやすい体系とチェックポイントの策定を行ったの

で報告する。

2調 査 対 象

岩手県内13戸の酪農経営体を対象に昭和61年の経営,技
術成績を把握した。

経営体の経産牛飼養頭数規模は20～ 40頭であり,経産牛

1頭当たり乳量は6000～ 8000″である。

3 財務分析体系について

従来の財務分析においては,財務指標値を算出し,指標

ごとに診断することが多く,分析結果より財務諸表上の間

題把握を行う上で必ず しも解 りやすい体系とは言えなか

った。

そこで財務分析を次のような考え方で整理し体系化を試

みた。すなわち,財務指標はその計算式の内容より経営全

体を代表する基本的な二つの指標を選定できる。経営全体

を代表する最高指標値として総算本経常利益率があり,こ

れを決定する指標として経営資本回転率,及び売上高経常

利益率の,基本的にはこの三つの指標 (以下財務総括指標

という )に より経営全体を把握することが可能になる。

また財務総括指標の設定により安全性,収益性の各財務

指標を結び付け整理することができ,貸借対照表,損差計

算書の各要素を検討できる分析体系を設定 しうる。すなわ

ち,経営資本回転率は売上高と経営総資本により決定され

るので,売上高からは売上高内容とそれを決定づける技術

要素の分析の流れ,経営総資本からは安全性分析 (貸借対

照表 )の分析の流れを設定できる。また売上高経常利益率

では収益性分析 (損益計算書 )の流れを設定できる。この

分析体系のアウトラインは図 1に示す。
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図1 財務分析における分析体系の基本的流れ

4 財務指標値の設定

前述の考え方に基づき,経営調査結果より財務指標値の

相関分析を行い回帰式を求めてレベル設定を行った。

設定における考え方を財務総括指標を中心として説明す

ると次のとおりである。すなわち,総資本経常利益率10%

以上の経営体は調査結果より1例 みられるが,こ のレベル

は極めて投資効率は良好で企業においても日標とされるレ

ベルである。よつて10%以上を (良 )と し,こ れを達成す

るための売上高経常利益率は回帰式より116%と なり,経

営資本回転率では086回となる。

また,総資本経営利益率の定義式より,銀行預金以上の

利回りは最低でも確保する必要があり30%未満は (低 )

とした。この場合,売上高経常禾1益 率は回帰式より25%
となる。経営資本回転率では05回で売上高経常利益率

50%確保 しても,総資本経常利益率は28%(低 )と な

るため最低でも0_5回以上を確保する事とした。

以下同様にして,各指標を順次回帰式より決定して行き,

数値を丸めて (良 ),(普 ),(低 )の三段階に分けて設
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ものを図 2に示す。

これによれば,安全性の流れにおいては流動比率が高い

場合,棚卸し資産,売掛金,短期借入金等の検討を行い
,

自己資本比率では低い場合,総資本に占める負債割合が高

いので負債内容の検討等が必要になる。また投資構造にお

いては,投資限界額を超えた投資は明らかに総資本経常利

益率を低下させるので,投資限界額以下の投資管理が重要

になる。

経営資本回転率を決定づける売上高の流れにおいては ,

販売乳量,乳単価等技術的要素にポイントを置いた検討が

必要になる。

総資本経常利益率を決定づける売上高経常利益率の流れ

においては,特に生産原価の検討が重要であり,高い場合

には損益計算書の固定費,変動費のいずれが高いか,更に

各費目の支出額等を検討して生産原価の引き下げを行い
,

損益分岐点のダウンを図ることが重要となる。また売上高

経常利益率が低く,売上高営業利益率が高い場合には販売

定した。

なお,安全性指標については今回の調査では財務総括指

標と有意な相関を得られなかったので,中小企業における

指標の評価基準を参考にして設定した 。

安全性指標について有意な相関が得られなかったことに

ついては,今回の調査が単年度 ということもあり,例えば

最近の投資により負債比率は高いが,経営努力によって収

益性指標は良好な結果となっている。あるいはその逆の場

合等の事例が含まれていることによるものと思われる。な

お,財務指標の設定一覧について表 1に示す。

5 財務分析フローチャー ト

図 2の考え方に基づき,各財務指標を具体的に配置した

経費,事業外費用 (特に支払い利息 )が高いことになるの

でその点の改善がポイントになる。

財務分析結果を,このフローチャー トにあてはめ流れを

おっていくことにより財務諸表上の問題点を把握し,改善

策を立てていくことが可能になる。

6  お わ  り  に

今回,設定を試みた財務指標値レベルは実態分析を基に

したものであり,適用範囲は酪農の20～ 40頭規模に限られ

るが,財務分析体系の考え方については広範に適用できる

ものと思われる。今後,更 に利用 しやすいのにするために

コンピュータプログラムの開発が課題となるものと思われ。
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表 : 財務指標値の設定
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図2 総資本経常利益率を最高指標とした財務分析フローチャート(抜粋 )
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